
                      
 

平 成 3 0 年 8 月 2 1 日 

都 市 局 

スマートシティ※のモデル都市の構築を進めます 

～『スマートシティの実現に向けて【中間とりまとめ】』の策定～ 
 

国土交通省都市局では、スマートシティのコンセプトとイメージ、取組みの方向性に

ついて検討を行い、このたび、『スマートシティの実現に向けて【中間とりまとめ】』を

策定しました。 

これを基に関係機関と連携して先進的技術を取り入れたスマートシティのモデル都

市の構築を進めます。 
 

※スマートシティ：『都市の抱える諸課題に対して、ＩＣＴ等の新技術を活用しつつ、マネジメント（計画、整備、管理・運営等）が

行われ、全体最適化が図られる持続可能な都市または地区』と中間とりまとめにおいて定義 
  

近年、IoT（Internet of Things）、ロボット、人工知能（AI)、ビッグデータといった

社会の在り方に影響を及ぼす新たな技術の開発が進んできており、これらの技術をまち

づくりに取り込み、都市の抱える課題の解決を図っていくことが求められています。 

このたび、都市局では、スマートシティに関する取組みの更なる推進、民間企業等が

持つ技術のまちづくりへの応用や研究開発等が進むことを期待し、『スマートシティの実

現に向けて【中間とりまとめ】』を策定しました。 

 

『スマートシティの実現に向けて【中間とりまとめ】』のポイント 
 

 ○スマートシティが実現する社会を「生活者の視点」と「都市の管理者・運営者の視点」の 

両面から整理し、スマートシティの実現により、データに基づくエビデンスベースの施策 

実施が可能となり、円滑な合意形成に貢献できる点等を提示 
 

○目指すべきスマートシティのコンセプトとイメージを整理し、「技術オリエンテッドから 

課題オリエンテッドへ」（スマートシティの目指す目的は都市に住む人の QOL(Quality of 

life)の向上であり、まちづくりの明確なビジョンに基づき、「都市のどの課題を解決する 

のか？」、「何のために技術を使うのか？」を問いかけることが必要）等の視点を提示 
 

○新技術を活用したスマートシティによる課題解決の具体的イメージを「オールドニュー 

タウン」、「大規模ターミナル」等において、都市が抱える課題面から提示 
 
○スマートシティの推進に向けた具体的施策とそれらをパッケージで支援するモデル事業の 

想定スキームを提示。あわせて、国営公園において先導的に本スキームに基づく取組みを 

実施するほか、関係省庁等と連携し、スマートシティのモデル都市の構築を推進 

 
 

【問い合わせ先】 

国土交通省 都市局 都市計画課 都市計画調査室 越智、関 

 電話：03-5253-8111（内線：32671、32672） 直通：03-5253-8411 FAX：03-5253-1590 

 

 


